
４月の臨時休業開始から約１ヶ月が経ち、若葉の季節が巡ってきました。

生徒たちのご家庭での様子は、いかがでしょうか。生徒たちの顔を見ること

はできませんが、最高学年らしく、課題を進め、健康に留意して過ごしてく

れていることと思います。しかし、今後の授業や学校行事、受検等のことを

考えると、不安に思うことも多いのではないでしょうか。気持ちが弱くなり

そうな時だからこそ、生徒たちには、「先のことを考え、悩みながら過ごす」

のではなく、「今日を充実させる」「今をちゃんと生きる」ことを考えて日々を過ごして欲し

いと思います。早寝早起きを心がけ、ご飯をよく食べる。そして、体を動かし、本を読み、勉

学に励む。当たり前のことをがんばっている様子を、是非、褒めてあげてください。５月の休

業中も、担任から週に１度、健康観察の電話をさせていただきたいと思います。また、学年ス

タッフも、ＨＰによる情報発信と学校再開の準備をしっかり行っていきたいと思います。今後

とも、学年の教育活動に、ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

☆ ☆ ☆ ☆ ☆ 学年目標決定！ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆

「絆２４２ 大中５０周年 歴史に残る最高の学年にしよう」

～ 自立・協力・挑戦・感謝～

みなさんからのアンケートにより、令和２年度第３学年の学年目標が決定しました｡

この学年目標には、今は本当に大変な毎日だが、これまで培ってきた２４２人の絆を

大事にして、大門中学校５０年、節目の年の最高学年であることを誇りに思い、どん

な逆 境にもめげず、今できることを精一杯やろう、そして、歴史に残る最高の学年に

なっ ていこう！という思いが込められています。目標に掲げた通り、素敵な１年にな

る よう、みんなでがんばりたいと思います。

「先生からの応援メッセージ」について

射水市ケーブルネットワークから、生徒の皆さんへのメッセージが放送されます。その

中で３学年の先生たちが中心になって、ハンドベルの演奏をしました。是非聞いてくださ

い。大変な毎日だと思いますが、一緒に乗り越えましょう！

放送日時：５月２日（土）～５月１０日（日）

２０：３０～２１：００

令和２年度 令和２年５月７日発行

笑 顔 第２号 大門中学校 第３学年

学習のアドバイス～中教研学力調査を振り返って～

国語 国語で特に取り組んでほしいことは、記述問題に時間をかけること、語彙を増や

すことの２つです。１つ目について、「書く力」は、書くことを繰り返して少しずつ身に

付いていきます。答え合わせをするときは、模範解答の中の「キーワード」が自分の解答

に含まれているかを確認してください。２つ目について、問題を解く中で分からない語句

が出てきたときは、意味を調べましょう。文章読解の手助けとなるはずです。今回の新研

究の範囲である、「資料」のページもよく読んでおきましょう。

社会 地理 地理では用語を答える問題の他にグラフの読み取りなどの技能の力も重要で

す。技能の問題で頻出なのは「時差」「地図」の問題です。丸暗記では解けません。時差

では、時間を戻すのか進めるのか、地図ではcmやm、kmの単位を確認することなど基礎

を確認しましょう。

歴史 旧石器時代から現代までの時代の順序をおさらいしましょう。特に、鎌倉・室町の

順番、幕府のしくみが混ざっているように思います。もう一度整理しましょう。振り返る

コツとしては、文化・政治のしくみ・貿易関係など分野ごとに振り返りをすると、時代の

流れが見えるので、理解しやすいです。

数学 学力調査では、確率や一次関数のグラフ等、２年生の単元がよくできていました。

さらに３年生として学力UPするために、見直してほしい単元をアドバイスします。

①資料の整理と活用（値の意味と計算方法）②比例と反比例、一次関数(式の求め方)③合

同条件と平行四辺形になるための条件(証明で間違えている人が多かったです。整理して

みよう) 。また、得意な人は、３年生の単元の新研究のＡ問題を進め、予習してみよう！  

理科 生物、電気に関する問題はよくできていました。さらにみなさんが理科を深く学

習するために２つ助言します。１つは、問題は何かをよく考えることです。何について問

われていて、何を答えなくてはいけないのかを確認するようにしましょう。もう１つは、

単位変換や小数の計算、四捨五入に強くなりましょう。理科は小数で考えることがほとん

どです。計算力をしっかりつけましょう。

英語 リスニング問題、文法問題に関してはよくできていました。NHKラジオで基礎英

語を聞くとさらなるステップアップになります。取り組んで欲しいのは、読解と英作文で

す。特に英作文では、主語と動詞を意識して書く練習をしましょう。モデル文などをまね

て何度も書くのもよいですね。英語は何度も繰り返し練習することが大切です。教科書の

英文を音読したり、単語や熟語も繰り返し練習したりしましょう。


